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市が発注した令和２年度の工事のうち、十日町市優良工事表彰の選考対象となる工事

が88件ありました。その中から３件を模範となる優良工事として選び、表彰します。 

この表彰は、建設工事における良質な施工の確保と受注者の技術力の向上を図ること

を目的に、平成27年度より行っています。 

今年度は、下記のとおり「令和３年度十日町市優良工事表彰式」を開催します。 

 

１ 日時  令和３年10月29日㈮午前９時30分～ 

 

２ 会場  市役所防災庁舎 大会議室 

 

３ 次第 

（１）市長挨拶 

（２）来賓祝辞  新潟県建設業協会十日町支部長 高橋 伸幸 様 

（３）表彰工事の概要説明 

（４）表彰状の授与 

（５）受賞者謝辞 

上越舗道株式会社       代表取締役 市村 正史 様 

株式会社拓越         代表取締役 関谷 克浩 様 

株式会社植木組 十日町営業所 所長    村越 篤嗣 様 

（６）記念撮影 

 

４ 添付資料 令和３年度十日町市優良工事表彰工事  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度十日町市優良工事表彰式の開催について 

■お問合せ先  

 十日町市財政課 契約検査係 

 担当：福島一典 ☎025-757-3114（直通） 

十日町市 



令和３年度十日町市優良工事表彰工事  

 

 

（１） 

工事番号・工事

名  

雪寒第19号 市道本町西線消雪パイプ更新工事に

伴う舗装修繕工事 

請負者 上越舗道㈱ 代表取締役 市村 正史  

現場代理人 佐藤 富士夫 

主任技術者 齋木 和明 

工事概要 施工 L=366ｍ W=7.5m～8.9ｍ 

路面切削工・表層工 A=3,049㎡ 附帯工一式 

主な表彰理由 

 

高輝度の工事看板の設置や、う回路看板の適正

配置等により、交通事故防止対策を図って施工し

た。アスファルト混合物の温度管理、外観検査を

適正に行い、品質及び出来形管理において精度の

高い管理に努め、他の模範となる工事である。 

 

 

（２） 

工事番号・工事

名  

雪寒第16号 市道錦町２号線ほか消雪パイプ更新

工事 

請負者 ㈱拓越 代表取締役 関谷 克浩 

現場代理人 佐藤 成一 

主任技術者 佐藤 成一 

工事概要 送散水管更新Φ65㎜～Φ100㎜ L=474ｍ 

さく井工（250A、H=166m）N=１式  

主な表彰理由 溶接作業箇所でのアーク光遮光シートの設置

や、掘削作業時の飛散防止用ネットの使用など、

安全対策を徹底して施工した。全体的に出来ばえ

もよく、完成書類等も見やすく整理されており、

他の模範となる工事である。 

 

 

（３） 

工事番号・工事

名 

企建第5号 水道管路耐震化推進事業 城之古地内

送水管布設工事 

請負者 ㈱植木組 十日町営業所 所長 村越 篤嗣 

現場代理人 赤川 一也 

主任技術者 赤川 一也 

工事概要 送水管更新Φ250㎜～Φ350㎜ L=494ｍ 

不断水簡易弁設置工φ350 N=1箇所  

主な表彰理由 ５件の工事が重複して施工する現場であったた

め、土砂運搬路等の規制が生じたが、毎週開催し

た連絡協議会で工程及び車両運行等の調整を図

り、全ての工事を無事故で工程通りに完成させ

た。また、鉄道近接作業区間では、高さ制限付き

バックホウを使用するなど、安全対策を徹底して

行っており、他の模範となる工事である。 

（※現在の優良工事表彰制度の対象は土木工事のみとなります。） 



竣 工

写真又は図面
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令和３年度　十日町市　優良工事表彰　選定３工事

上越舗道(株) 雪寒第19号 市道本町⻄線消雪パイプ更新⼯事に伴う舗装修繕⼯事

(株)拓越 雪寒第16号 市道錦町２号線ほか消雪パイプ更新⼯事

写真 写真又は図面

高輝度工事看板による視認性向上及び超音波
センサーを用いた接触事故防止等の安全対策

竣 工

竣 工
掘削時飛び石等飛散防止ネット
及びアーク光遮光シート設置状況

工事連絡協議会による工程調整打合せ及び高架
下作業での高さ制限付きバックホウの使用状況

㈱植木組十日町営業所 企建第5号 水道管路耐震化推進事業 城之古地内送水管布設⼯事

写真 写真又は図面

写真毎週開催された
工事連絡協議会

超音波センサー搭載
（拡大）

アーク溶接作業中

高さ制限付きバックホウの使用


